
 
 

 

 
日
本
平
和
委
員
会
第
６７
回
定
期
全

国
大
会
が
６
月
１０
～
１１
日
、
岡
山
で

全
国
か
ら
２
４
０
人
（
大
阪
は
西
晃

新
会
長
を
は
じ
め
１０
基
礎
組
織
１７

人
）
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。  

内
藤
功
代
表
理
事
は
開
会
挨
拶
で
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
草
案
が
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
感
動
し
て
い
る
」
と

切
り
出
し
「
沖
縄
を
は
じ
め
全
国
で

平
和
の
う
ち
に
生
き
る
権
利
を
守
る

闘
い
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
只
中
で

開
か
れ
る
全
国
大
会
の
役
割
は
重

大
」
と
強
調
。
「
『
共
謀
罪
』
を
今

国
会
で
成
立
さ
せ
、
憲
法
９
条
に
自

衛
隊
の
存
在
を
書
き
込
も
う
と
す
る

安
倍
政
権
の
暴
走
は
許
さ
れ
な
い
。

憲
法
を
武
器
に
闘
お
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。
そ
の
後
千
坂
事
務
局
長
が
「
会

員
増
で
大
会
を
迎
え
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
『
平
和
新
聞
』
編
集
長
に
よ
る

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
『
戦
闘
日
報
』

の
ス
ク
ー
プ
な
ど
日
本
平
和
委
員
会

が
日
本
の
自
由
と
民
主
主
義
、
平
和

を
守
る
上
で
大
活
躍
し
て
き
た
」
と

述
べ
た
上
で
、
２
０
１
６
年
度
総
括

と
１７
年
度
運
動
方
針
案
を
提
案
。
続

い
て
上
羽
財
政
委
員
会
責
任
者
が
１６

年
度
決
算
報
告
と
１７
年
度
予
算
案
を

提
案
。 

 

◇
山
本
樹
事
務
局
員
は
、
核
兵
器 

   

 

禁
止
条
約
を
話
し
合
う
第
２
会
期

「
国
連
会
議
」
に
大
阪
平
和
委
員
会

代
表
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
要
請
行

動
に
行
く
決
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

吹
田
平
和
委
員
会
が
「
市
報
す
い
た
」

か
ら
憲
法
標
語
が
削
除
さ
れ
た
問
題

で
市
当
局
に
抗
議
を
行
な
い
標
語
復

活
を
迫
っ
て
い
る
と
報
告
。 

◇
岩
本
悟
青
年
協
議
会
議
長
は
、

５
月
３
日
大
阪
城
で
実
施
し
た
若
者

憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

触
れ
若
者
の
間
に
も
９
条
が
定
着
し

て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。 

◇
中
村
玉
枝
西
淀
川
事
務
局
長
と

吉
田
一
江
天
王
寺
事
務
局
長
は
、
満

場
の
爆
笑
と
拍
手
の
中
、
漫
才
「
カ

ジ
ノ
あ
か
ん
」
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 
 

◇
鈴
木
久
副
理
事
長
は
、
大
阪
の

組
織
委
員
長
と
し
て
こ
の
１
年
間
の

「
仲
間
づ
く
り
」
に
つ
い
て
報
告
。 

 

 

分
科
会
の
後
、
閉
会
総
会
が
開
か

れ
、
冒
頭
大
平
喜
信
日
本
共
産
党
衆

院
議
員
が
連
帯
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

次
に
仲
間
づ
く
り
・
機
関
紙
コ
ン
ク

ー
ル
の
発
表
が
あ
り
大
阪
は
数
々
の

表
彰
（
右
下
に
詳
細
）
を
受
け
ま
し

た
。
最
後
に
方
針
・
予
算
・
役
員
案

が
承
認
さ
れ
、
片
方
副
会
長
が
女
性

委
員
会
新
責
任
者
と
し
て
新
役
員
を

代
表
し
て
就
任
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

《
副
会
長 

片
方
真
佐
子
》 

 

            

２
日
間
の
大
会
を
終
え
て
、
わ
た

し
の
と
こ
ろ
に
「
女
性
の
発
言
が
光 

る
大
会
だ
っ
た
」
と
何
人
か
の
代
議

員
が
感
想
を
寄
せ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

わ
た
し
は
、
今
大
会
で
女
性
委
員

会
の
責
任
者
を
引
き
受
け
る
こ
と
と

な
り
、
そ
れ
に
伴
い
常
任
理
事
に
な

り
ま
し
た
。
女
性
委
員
会
は
組
織
委

員
会
と
と
も
に
多
種
多
様
な
視
点
か

ら
仲
間
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
合
い
、
平
和
委
員
会
を
大
き
く
し

て
い
く
先
頭
に
立
つ
大
切
な
役
目
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
ま
ず
今
い
る
平

和
委
員
会
の
仲
間
が
、
会
議
で
も
仲

間
づ
く
り
で
も
「
楽
し
く
て
仕
方
な

い
」
と
思
え
る
よ
う
な
、
「
見
つ
め

直
し
」
、
や
り
方
の
点
検
を
行
い
、

そ
し
て
魅
力
あ
る
平
和
委
員
会
だ
か

ら
ぜ
ひ
さ
ら
に
仲
間
を
増
や
し
た
い

と
外
に
飛
び
出
せ
る
、
そ
ん
な
進
め

方
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

大
阪
の
取
り
組
み
や
仲
間
づ
く
り 

は
と
て
も
活
発
で
す
が
、
全
国
４７
都

道
府
県
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
『
平
和
新
聞
』
福
島 

             

レ
ポ
ー
ト
、
沖
縄
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に 

触
れ
て
、
全
国
で
仲
間
が
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
に
心
を
寄
せ
、
分
科
会
で

耳
に
し
た
多
彩
な
幅
広
い
取
り
組
み

に
学
び
な
が
ら
、
多
彩
な
平
和
委
員

会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

         

 

《
理
事
長 

 

近
藤 

正
》 

 

共
謀
罪
審
議
の
真
っ
た
だ
中
の
大

会
…
「
憲
法
９
条
１
項
、
２
項
を
残

し
つ
つ
自
衛
隊
条
項
を
加
え
、
２
０

２
０
年
ま
で
に
」
改
憲
を
目
指
す
と

の
安
倍
構
想
。
籠
池
・
加
計
問
題
な

ど
自
身
に
か
か
わ
る
火
種
を
抱
え
つ

つ
、
目
く
ら
ま
し
の
如
く
つ
ぎ
つ
ぎ

新
手
を
打
ち
だ
す
総
理
は
、
過
半
数

の
余
裕
と
言
う
よ
り
も
追
い
詰
め
ら

れ
た
者
の
哀
れ
さ
さ
え
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
一
気
呵

成
に
暴
走
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。 

大
会
に
お
い
て
、
大
阪
の
各
代
議
員

は
、
随
所
で
注
目
を
浴
び
る
活
動
報

告
。
全
国
に
「
大
阪
こ
こ
に
あ
り
」

と
存
在
感
を
示
し
ま
し
た
。
初
日
懇

親
会
の
あ
と
で
、
内
藤
代
表
理
事
は

「
大
阪
は
革
命
的
だ
な
」
と
私
に
一

言
。
ヨ
イ
シ
ョ
の
気
持
ち
も
含
め
て

「
大
胆
だ
が
何
を
や
ら
か
す
か
判
ら

ん
」
と
そ
の
気
持
ち
を
読
み
解
き
ま

し
た
。
全
国
に
刺
激
を
与
え
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

二
日
目
、
役
員
選
考
委
員
会
の
任

務
を
終
え
一
つ
の
分
科
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
丁
度
、
種
子
島
に
隣
接
す

る
馬
毛
島
か
ら
参
加
さ
れ
た
代
議
員

が
報
告
中
。
「
鹿
児
島
で
一
泊
し
て

こ
の
大
会
に
二
泊
三
日
で
参
加
し

た
」
と
。
だ
が
、
帰
路
も
同
じ
日
数

か
か
る
の
で
は
な
い
か
。
な
る
ほ
ど

日
本
は
広
い
。
そ
の
全
国
い
た
る
所

で
平
和
の
た
た
か
い
が
あ
る
の
だ
と

実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
沖
縄
を
は

じ
め
全
国
の
基
地
闘
争
は
激
化
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
展
望
が
開
か
れ
る
な
ど
明
る
い

兆
し
も
あ
り
ま
す
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署

名
を
旺
盛
に
取
り
組
み
、
核
保
有
国

や
核
の
傘
に
し
が
み
つ
く
安
倍
政
権

を
追
い
詰
め
、
野
党
共
闘
を
実
ら
せ

て
選
挙
勝
利
に
道
を
開
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
今
後
、
大
阪
の
位
置
と
役

割
は
重
大
で
す
。
役
員
が
団
結
し
よ

く
論
議
し
て
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 
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[仲間づくり・都道府県部門] 

◎会員   大阪実増ベスト２ 

◎会員   〃増加率ベスト５ 

◎平和新聞 〃実増ベスト２ 

◎平和新聞 〃増加率ベスト５ 

◎平和運動 〃実増ベスト１ 

◎平和運動 〃増加率ベスト１ 

[仲間づくり・基礎組織部門] 

◎新会員 10 人以上を迎えた基礎組織 

吹 田  現勢 ＋24 人 

  府高教  現勢  ＋20 人 

  西淀川  現勢 ＋19 人 

◎新会員 5人以上を迎えた基礎組織 

天王寺  現勢 ＋7人 

◎新・新聞読者 10 人以上迎えた基礎組織 

吹 田 、西淀川  

[機関紙コンクール・地域部門] 

◎[最優秀賞] 八尾 ◎[奨励賞] 旭区  

[ホームページ部門] ◎最優秀賞 大阪 PＨ

［教宣伝資材部門］◎入選 大阪入会リーフ 
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漫才「カジノあかん」 



 

 

吹
田
平
和
委
員
会
は
、
５
月
２６
日

吹
田
市
内
で
第
２
回
総
会
を
１５
人
の

参
加
で
開
催
。
こ
の
１
年
間
国
民
平

和
大
行
進
参
加
、
映
画
「
夜
と
霧
」

「
日
本
国
憲
法
」
上
映
、
舞
鶴
へ
の

ピ
ー
ス
ツ
ア
ー
、
岩
田
大
阪
原
水
協

理
事
長
を
招
い
て
核
兵
器
禁
止
条
約

に
つ
い
て
話
し
合
う
国
連
会
議
に
つ

い
て
の
学
習
会
と
確
か
な
足
取
り
で

会
の
活
動
を
進
め
、
そ
の
中
で
会
員

を
倍
加
し
て
迎
え
た
だ
け
に
、
元
気

一
杯
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
上
羽
事
務
局
長
が
「
世

界
は
日
本
の
右
傾
化
を
ど
う
見
て
い

る
か
」
に
つ
い
て
講
演
。
続
い
て
新

年
度
役
員
と
方
針
・
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。
方
針
で
は
、
毎
月
例
会
を

行
い
、
近
況
報
告
や
今
皆
に
見
て
も

ら
い
た
い
伝
え
た
い
学
び
た
い
こ
と

を
各
自
持
ち
寄
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
ビ
ー
ル
と
お
茶
で
乾
杯

し
、
平
和
へ
の
思
い
を
和
や
か
に
語

り
交
流
し
ま
し
た
。 

 

新
聞
の
折
り
込
み
ビ
ラ
を
見
て
参

加
し
た
女
性
が
一
人
入
会
し
ま
し
た
。 

 
        

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
６
月
１５
日
昼
、

近
鉄
上
本
町
駅
頭
で
辺
野
古
の
米
軍
基

地
建
設
工
事
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
定
例

宣
伝
行
動
を
実
施
。 

天
王
寺
平
和
委
員
会
の
石
井
真
幸
さ

ん
と
山
崎
健
逸
さ
ん
の
二
人
が
マ
イ
ク

を
握
り
「
沖
縄
県
の
美
し
い
海
を
壊
す

基
地
建
設
工
事
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
」
「
沖
縄
県
に
は
日
本
の
米
軍
基
地 

の
７
割
が
集
中
。
そ
の
た
め
県
民
は
米 

                        

  

軍
に
よ
る
騒
音
、
犯
罪
、
環
境
破
壊
な

ど
で
苦
し
み
、
命
の
尊
厳
と
人
権
が
踏

み
に
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

二
人
は
ま
た
、
国
会
で
「
共
謀
罪
」
が

強
行
成
立
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

も
「
沖
縄
県
民
が
『
あ
き
ら
め
な
い
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
基
地
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
に
、
安
倍
自
公
政
権

を
退
陣
に
お
い
こ
む
運
動
を
う
ま
ず
た

ゆ
ま
ず
続
け
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
こ
の
行
動
に
は
１４
人
が
参
加
し
、 

「
沖
縄
県
民
の
民
意
尊
重
と
、
基
地
の 

                          

押
し
付
け
撤
回
を
求
め
る
全
国
統
一
署

名
」
が
計
２２
筆
集
ま
し
た
。 

                 

続
け
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

「
共
謀
罪
」
成
立
直
後
と
い
う
だ
け
あ

っ
て
、
署
名
を
し
な
が
ら
安
倍
政
権
へ

の
怒
り
を
吐
露
す
る
市
民
が
多
い�
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７月の行事案内 

２日（日）東京都議選挙投・開票日 

５日（水）大阪平和委常任理事会  18:00 

７日（金）国民平和大行進・兵庫引継ぎ 

     核兵器禁止条約締結・国連会議閉会 

９日（日）那覇市会議員選挙投・開票日 

17 日（祝）「戦争の歴史と人々の暮らし」 

 渡辺武氏講演 15:00 府社会福祉会館 

     ＊終了後利き酒会 ＠大阪平和委員会 

今月の言葉「このレベルから固い壁をこじ開けて」

筆者がまずこの「加憲」という文脈で考えるのは、
例えば前文に「国家の存立を全力をもって確保し」
といった言葉を補うこと、憲法第九条に三項を加え、
「但し前項の規定は確立された国際法に基づく自衛
のための実力の保持を否定するものではない」とい
った規定を入れること…国民世論はまだまだ憲法を
正面から論じられる段階には至っていない。とすれ
ば、今はこのレベルから固い壁をこじ開けていくの
が唯一残された道だ」 
（日本会議機関紙『明日への選択』平成 28 年 9 月
号 伊藤哲夫・日本政策センタ―代表） 

[福山功勝さんのヤンバル通信№11] 

沖縄と連帯しまともな政治を取り戻そう！ 

沖縄はうりずんの季節から本格的な夏を迎えようとしています。日中の暑さは既に

真夏並みです。 

コバルトブルーの辺野古、大浦湾の海。その一角が今、日ごとに汚されようとして

います。「K9 護岸工事」を進める沖縄防衛局。そのための工事用車両が、キャンプ・

シュワブの工事用ゲート前入口から、多い時には１００台以上、機動隊に見守られな

がら入っていきます。 

それを阻止するために毎日座り込む人々。その数が徐々に減ってきています。 

既成事実で県民をあきらめさせようとする安倍政権。しかし私たちは決してあきらめ

てはいません。会場のカヌー隊も、少人数ながら工事を阻止しようと懸命に抗議を続

けています。 

この様な中で、「６・１０国会包囲行動と連帯する辺野古現地集会」が１８００人

の参加を得てキャンプ・シュワブ前で開かれました。登壇する国会議員をはじめ誰も

が安倍暴走政治を批判し、「決してあきらめない」と決意表明し参加者との連帯を確

認しました。 

「世論をいかに喚起し、辺野古新基地建設を阻止するか」、非暴力を貫く闘いのポ

イントはこの一点です。 

７月２日告示９日投票の那覇市会議員選挙が始まります。40 議席に 67 名の立候補

者が予定されています。市政野党の自民党が若手候補者を大量動員し多数激戦を演出。

共産党は現有の 6議席を 7議席に増やすため奮闘しています。 

私は名護と那覇を往復しながら「前田ちひろ」の４選を目指しての応援。瀬長亀次

郎の選挙地盤です。那覇市内の繁華街周辺や裏通りを歩き、ウチーナンチュと対話し、

その暮らしぶりと街を知る貴重な体験をしています。 

この選挙に勝ち、そして来年１月の名護市長選で、稲嶺 3 選の勝利を得て、11 月の

翁長県知事再選で「辺野古新基地建設絶対反対」の民意を揺るぎないものにし、大き

く世論を盛り上げてゆく必要があります。 

「森友・加計学園スキャンダル」など国政私物化の醜態を晒し、倫理観欠如の安倍政

権を倒し、まともな政治を取り戻す大局観を持った闘いがますます求められています。 

安倍首相のブレーン、 

日本会議№２の言葉 

会員数の倍化を誓った吹田総会 


